
特別企画「共生を語ろう――世界の経験と発想から」／Searching for the Means of 
Coexistence: From Experiences and Ideas Across the Globe 開催報告 

計画研究 B01「規範とアイデンティティ：社会的紐帯とナショナリズムの間」の特別企画「共生を語ろう――

世界の経験と発想から／Searching for the Means of Coexistence: From Experiences and Ideas Across the 

Globe」が開催されました。 

【報 告】

 近年、さまざまな分野でのグローバル化が急速に進む一方で、「自国第一主義」や「移民排斥」、「ヘイトスピ

ーチ」など、人びとのあいだの分断を助長しようとする動きが顕著になっている。こうした時代において、共

生の意味やその価値はどのように語ることができるのか。異なる時代や地域での状況や、共生に向けた具体的

なアイデアや取り組みについて、情報を交換し、現代世界のあり方を皆で考えてみようというのが本ワークシ

ョップの目的であった。

徐行氏（東洋文化研究所・ASNET）が司会をつとめるなか、ASNET ネットワーク長の石田貴文氏（理学系

研究科）が開会の辞に立った。グローバル化が進む現代、人々のあいだにはさまざまな衝突が起こっている。

利害関係、思想・宗教の違いなど、衝突の背景や原因は複雑化しており、それを回避する方法の模索が必要で

ある。石田氏は、本ワークショップが、そのための一歩となることを願うと述べた。

その後、ワークショップの発案者である後藤絵美（日本・アジアに関する教育研究ネットワーク、ASNET）

が、開催の経緯と会全体の趣旨について説明した。ASNET は研究者が分野を超えて繋がり、アジアに関係す

る教育や研究の新たな可能性を探るために設立された東京大学の機構である。その活動の中には、大学院生向

けの教育プログラム『日本・アジア学』、学部生向けのオムニバス講座「日本・アジア学概論」、アジア地域に

おけるスタディツアーの実施などがあるが、それぞれの中での出会いや議論の展開が、本ワークショップにつ

ながったことが述べられた。



 ワークショップ前半には歴史宗教学と生物資源環境学という異なるアプローチによる二つの講演が行われ

た。 

 
 アリー・ハーン氏（アショーカ大学、インド）は、「寛容」などの外在的な語彙ではなく、現地の経験に基づ

きながら「共生」を語りたいと述べ、インドで見られる宗教的・文化的実践に取材した興味深い現象を紹介し

た。スーフィー聖者の墓廟、シーア派イマーム殉教の追悼行事、詩の朗読会という今回取り上げられた三つの

「場」においては、ムスリムやヒンドゥーといった異なる宗教的・文化的背景を持つ人々がそれぞれ異なる意

義づけや解釈を維持したまま「共生」していること（共生することを互いに許し合っていること）、その結果、

互いに異なる集団の間に一定の身近さの感覚が維持されており、それが三つの場以外での共生にも役立ってい

る面があることが指摘された。 

 
 鴨下顕彦氏（ANESC）は、戦争や衝突など危機的状況下だけでなく、日常の平穏な日々の中でどのように

共生を考え、それを語りうるのかと問いかけつつ、米と蓮を「共生のための資源」の一例として紹介した。米

はアジアやその他の地域で主食であり、経済的にも重要な作物である。米が一定量収穫できることで、人々は

生命を保ち、安定した社会に暮らし、よい形での共生を保つことができる。蓮はその花の美しさや象徴性、食

物としての価値から、多くのアジア人にとって重要な意味をもってきた。鴨下氏は、東大出身の研究者大賀一

郎博士（1883-1965）が発見した古代蓮の種が、1000 年以上の時を経て開花し、後にアジア各地に広がったこ

とに言及しつつ、人間と自然が一体となって平和や共生がつくられるさまを語った。 

 
 休憩と質疑応答の後、後藤の司会により後半が始まった。ここでは高校生から大学院生までの学生、ポスド

ク研究員、実践者による特別報告があった。 

 
 江原駿氏（群馬県立中央中等教育学校）は、現代の日本で、イスラームをはじめ宗教的な事象に対する誤解

や無理解が生じていること、そして、それが共生を阻んでいることを指摘し、学校教育の中での宗教教育や異

文化交流の取り組みが今後重要になると述べた。 

 
 ボンド・ハンナ氏と鳥山あや氏（神奈川県立横浜国際高等学校）は、外見から「他者」をつくり出し、区別

しようとする閉鎖的な社会のあり方や、「他の文化」を理解したり、体験したりすることを拒む心性があるこ

とを非難し、それを乗り越えるためには、表面的な知識の獲得ではなく、実体験に基づく深い理解が必要であ

ると述べた。 

 
 相馬尚之氏（総合文化研究科）は、200 年以上前に「西洋―東洋」「敵―味方」「聖―俗」というような現代

的な二分法を脱する視角を提供していた作品としてゲーテの『西東詩集』を紹介し、その詩の中に共生へのヒ

ントを読み取った。 



 
 唐浩文 Tang Haowen 氏（医学系研究科）は長期的な共生のための要素として医学の進歩があること、そし

てそれは西洋近代医学の発展だけでなく、それと東洋医学やその他の伝統医学との融合によってこそ果たされ

うると述べた。 

 
 デシュムク・ヴィヴェク Deshmuk Vivek 氏（ANESC）は、2016 年に内戦が終結したコロンビアでの農業

生産の今後の可能性を論じた。とくに米について、品種や生産環境の改良を提案し、その成果が国や社会の安

定をもたらすだろうと述べた。 

 
 スワンモントリー・ピッシャヤナン Suwanmonri Pichayanun 氏（ANESC）は、未来をよりよい状況にす

るためには、研究者が生み出す新たな科学的思考や実践方法を、実社会と共有することが重要であると述べ、

タイにおいて自身が行っている農学と農業を結びつけるための試みを紹介した。 

 

 
 イ・フォウラ Y Phoura 氏（ANESC）は、降雨地と灌漑地など環境の違う土地で米を栽培している農家や、

それらの土地での農業を研究している者が協働し、比較の視点を持ちつつともに考えることで、新たな品種の

アイデアが生まれうると述べた。 

 
 ヤン・リウ Yang liu 氏（ANESC）は、米の生産と環境の向上に向けた技術的な取り組みとして、手動光学

センサーを用いて窒素投入を最適化する方法を紹介した。 

 



 板橋暁子氏（人文社会系研究科）は、94 年前に起きた関東大震災後の在日朝鮮人への虐殺行為に言及し、そ

れが、在日の人々と交流がなく、偏見（＝彼等を悪意に満ちた、恐ろしい存在だとする見方）をもった人々に

よって起こされたと述べ、こうした出来事を防ぐために「隣人」への理解や「隣人」との相互交流が一層求め

られていると述べた。 

 
 杉森美和子氏（教育学研究科）は精神疾患をかかえた親をもつ子供たちについて、彼らが虐待を受けたり、

社会的・精神的困難を抱えたりしがちであることを指摘し、医療現場や NPO に加えて、教育現場が彼らの状

況に意識的になり、積極的に活動することで、社会全体として手を差し伸べることが可能になると述べた。 

 
 最後に、特定非営利活動法人「難民を助ける会」（Association for Aid and Relief, Japan）のアドリー・ラ

ガド Adli Raghad 氏が登壇した。アドリー氏は 19 世紀末のシリアで撮影された一枚の写真を見せながら、「共

生」とは何かと問いかけた。写真には歩けないサミールと彼を背負う盲目のムハンマドが写っていた。サミー

ルはムハンマドの目となり、ムハンマドはサミールの足となって生活を営んでいたという。さらに複数の事例

を示しつつ、アドリー氏は「互いを補い合いつつ共に生きる」という行為が自然に、そして無意識のうちに行

われてきたこと、しかし現在それが危機に瀕していること、メディアや教育、人々の良心が、その危機からの

救いとなりうることを指摘した。 

 
 報告に続いて小林正弥氏（千葉大学）に基調講演をいただいた。”What makes coexistence possible?”と題

する講演の中で、小林氏は、公共哲学の分野に、リベラルな語彙を用いて議論を展開する近代的な思想と、文

化的な実践や精神性を重んずる古典的な思想があることを指摘し、アリー・ハーン氏がその講演の中で示唆し

たように、現代の多くの問題は、前者だけでは解決しえないと述べた。また、近代的思想がしばしば個人主義

を強調する中、小林氏自身は、コミュニティを重視し、正義を考える際に善き生き方も考慮するコミュニタリ

アニズム（共同体主義、communitarianism）に着目してきたこと、そこでは人々の文化的要素や共有する価

値観・意味に重きが置かれ、対話を通しての相互理解の方法が模索されてきたことが指摘された。 

 
 さらに特別報告に関して、（1）問題意識として共有すべき点や具体的で重要な示唆に富む事例が数多く挙げ

られていたこと、（2）文化的要素を大切にする「コミュニタリアニズム」に通底する内容の複数の報告があっ

たこと、（3）医療や環境を扱う自然科学の研究が人文社会科学と有機的に結びつけられる可能性が示されてい



たことに言及し、本ワークショップを通して多くの「対話」が提案されていることを高く評価した。最後に、

今後、「共生」を目指す際に、自然科学も人文社会科学も、「グローカル（=グローバル＋ローカル）」な考え方

を一つの軸にすえうるのではないかと述べ、講演を締めくくった。 

 
 続く全体討論には、登壇者 18 名を含め、40 名ほどが参加した。その最後を飾った冨澤かな氏（附属図書館 

U-PARL）のコメントが印象に残った。今回のワークショップでは「共生」という大きな枠組みの中で、個々

の問題や解決のための取り組みが示され、また、研究者や実践者など立場や方法論の異なる人々が、それぞれ

の視点や考えを提示し、それを互いに共有することが目指された。その結果、さまざまな位相での対話を通じ

て専門的・分析的な観点とホーリスティックな観点とを往還していくことの重要性があらためて浮かび上がり、

今後何が必要であるかが見えてきたように思われたという。 

 
 最後に鴨下顕彦氏が閉会の辞を述べた。鴨下氏は「共生」が重要かつ困難な課題であり、今後もわれわれは

考え続けなければならないとしたうえで、しかし、時には蓮の花を愛でたり、お米のおいしさを味わったりし

て、自然の素晴らしさや活力を実感してほしいと述べた。 

 
 ワークショップ後の懇談会では、提供されたサンドイッチと飲物を味わいつつ、互いに質問やコメントをし

たり、歓談したり、楽しいひと時を過ごすことができた。ワークショップも懇談会も、短い時間ではあったが、

共生について多くの異なる視点や方法論に触れる機会となり、また、それぞれが考えを深められる貴重な場と

なった。 

 
（報告：後藤絵美） 

 

You can read an English essay related to the event by Prof. Ali Khan Click HERE for the link.  
“Politicians Intoxicated On A Nationalism Fostered By A False Sense Of Superiority” by Ali Khan 

Mahmudabad 

 

https://www.outlookindia.com/website/story/politicians-intoxicated-on-a-nationalism-fostered-by-a-false-sense-of-superiorit/301444
https://www.outlookindia.com/website/story/politicians-intoxicated-on-a-nationalism-fostered-by-a-false-sense-of-superiorit/301444

